
第63回 東海社会科研究集会
社会科の初志をつらぬく会 東海研究集会 

１ 小１ 生活科 金子 祥吾（静岡市立興津小学校）
「じぶんで できるよ」

２ 小４ 社会科 中根 良輔（愛知教育大学附属岡崎小学校）
「いつまでも選ばれる味を求めて －中村さんの手造り味噌へのこだわり－」

３ 中３ 社会科（公民的分野） 加藤 幸純（三重大学教育学部附属中学校）
「経済のしくみと消費生活 －コンビニエンスストアの経済－」

４ 中３ 美術科 鈴木 朝弓（愛知教育大学附属岡崎中学校）
「想いを照らす －和蝋燭で大切な人へ想いを伝える－」

09：30～10：00 受付
10：00～10：50 全体会【開会行事】
11：00～12：00 分科会
12：00～13：00 昼食
13：00～16：00 分科会
16：15～16：30 全体会【閉会行事】

【開会行事】
趣旨説明（柴田 好章）
ミニ講演「今こそ、授業改善に向け
て思うこと」（倉澤 庄次郎）
提案者紹介

【閉会行事】
分科会の成果共有・振り返り
事務連絡

全体会

東海研究部長 柴田 好章（名古屋大学）
shibata@nagoya-u.jp / 090-3959-5248東海研究部

分科会 （実践提案にもとづく検討会）

集会テーマ
一人ひとりの子どもの問いを活かした授業づくり

 

実践記録をもとに、
授業について語り合いましょう！

個別最適な学び・協働的な学びって
どんな学び？どう実現する？

一人ひとりが主役になる授業
をしてみたいけど、
どう取り組んだらいいの？

子どもの興味や関心を教材づくりに
活かしたい……

昨今、「主体的な学び」や「探究的な学び」、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の
充実が推奨され、子ども一人ひとりが主役になる授業づくりが求められています。
多様な他者と関わりながら一人ひとりの子どもが自分らしく学ぶことができる、魅力的な

授業を実現するために、私たち社会科の初志をつらぬく会は、一人ひとりの問いを大切にし、
個が育つ授業づくりを目指して歩んできました。
この度、子どもの関心や個性を活かした授業づくりに向けて、各地で実践に取り組む教員

が集い、学び合えるように、冬の東海研究集会を企画しました。
初めて参加される方も歓迎します。多くの皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

社会科の初志をつらぬく会 東海研究部長 柴田好章（名古屋大学）

日時 2025 年 2 月 1 日(土) 10:00～16:30 
会場 静岡県男女共同参画センター「あざれあ」（静岡駅から徒歩10分）



【参加申込方法（1月27日（月）締切） 】
https://forms.gle/q2yZEqqSQEgD5BDj8
上記URLのフォームで申し込まれた方に参加証をメールでお送りします。
当日お持ちください。

【参加費・弁当代（当日支払い）】
会員・誌友・学生……１０００円 一般…… １５００円
弁当代…… １０００円 
※弁当の有無は、参加申込の際に入力していただきます。
※会場近くに食事場所がありません。弁当を注文していただくか昼食をご準備ください。

【会場案内】
静岡県男女共同参画センター「あざれあ」
〒422-8063 静岡市駿河区馬渕1丁目17-1
※会場の駐車場は利用できません。お車でお越しの方は近隣のコインパーキングをご利用く
ださい。

静岡市駿河区馬渕1－17－1

TEL：054-255-8440

FAX：054-251-5085

休館日：第１・第３・第５日曜日、8/13～8/15、12/27～1/5
http://www.azarea-navi.jp

※あざれあの駐車場は普通車サイズの立体駐車場で、ご利用は主催者の方専用の予約制となっております。

一般来場者の方はご利用できませんので、お車でお越しの方は近隣のコインパーキング等をご利用ください。
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わたくしたちの会は、日本の教育政策が系統主義の知識教育、徳目主義の道徳教育に大
きく転換したことを批判し、1958年（昭和33年）に発足しました｡それは、そのような教
育では､その子にふさわしく個を確立していくことが阻害されると考えたからです｡
1947年（昭和22年）に新設された社会科の初志は、新しい民主的な社会を主体的に創

造する人間は子どもの切実な問題解決を核心とする学習によってこそ育つという考えにも
とづいています｡

本会は昭和33年(1958年)に発足した民間教育研究団体です。
学校の教員、大学等の研究者を中心として、全国に約650名の会員・誌友がいます。

（2023年現在）
本会は次のような活動を行っています。

Ø 毎年1回、8月初旬に全国集会を行います。
Ø 地区（関東・甲信越・東海・関西・西部）ごとに年1～2回程度の研究集会を開きます。
Ø 各地区に地域サークルがあり、自主的な研究活動を行っています。
Ø 会誌「考える子ども」やWebサイトを中心として、会員・誌友間の情報交換を行って
います。

会について詳しく知りたい方は、「初志の会」で検索してください！
入会をご希望の方は、下記の連絡先までお知らせください！

東海研究部 事務局 丹下悠史（愛知東邦大学）
tange.yushi@aichi-toho.ac.jp

こちらを読み取ると
申し込みフォームが
開きます

公式WebサイトQRコード


